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手順  1: KANPHOSのホームページよりログイン  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
   KANPHOS:HOME 
 
 
 
 

1. ログイン画面よりログイン  
 

画面下のログインボタンをクリックして、ログイン画面より アカウント名、
パスワードを入力して、ログインボタンをクリック 

 

ログインボタンをクリック 

手順 1 
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手順  2: 酵素から検索  
 
リン酸化酵素（Kinase）からその基質一覧を検索することができます 
 

2.1 酵素から検索  
 
酵素から検索  Kinasesの一覧から検索対象とするリン酸化酵素の遺伝子名をチ
ェックすることで、検索条件を絞込むことができます 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

Substrate Informationでは、以下のように検索結果をフィルタリングするこ
とができます  
� Gene Symbol or Protein Name: 

ú 遺伝子名あるいはタンパク質名に入力された文字列を含む基質のみが検

索結果に表示されます 

� Organisms: 

ú 何もチェックされていない場合は全ての生物種の基質が検索結果に表示

されます 

ú いずれかがチェックされている場合はチェックされた生物種の基質のみ

が検索結果に表示されます 

� KEGG Pathways: 

ú KEGG Pathway DBにおいて、入力した文字列を含むパスウェイ中に出現

する基質のみが検索結果に表示されます 

� Gene Ontology Terms: 

ú Gene Ontology DB （http://geneontology.org）において、入力した文字列が

含まれている遺伝子オントロジーと関連付けられた基質のみが検索結果

に表示されます 

手順 2 
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Experimental Conditionでは、以下のように実験条件で検索結果をフィルタリ

ングすることができます  

� Extracellular Signals: 

ú 何もチェックされていない場合は全ての基質が検索結果に表示されます 

ú いずれかがチェックされている場合はその細胞外刺激が与えられた条件

でリン酸化が確認された基質のみが検索結果に表示されます 

� Methods: 

ú 何もチェックされていない場合は全ての基質が検索結果に表示されます 

ú いずれかがチェックされている場合は、その実験手法によりリン酸化が確

認された基質のみが検索結果に表示されます。ただし Outsourceは文献等

で報告されている既知の基質を意味します 

� In Vivo or In Vitro: 

ú 何もチェックされていない場合は全ての基質が検索結果に表示されます 

ú いずれかがチェックされている場合は、チェックされた実験条件（in vivo= 

生体内; in vitro = 試験管内）でリン酸化が確認された基質のみが検索結果

に表示されます 

� Treatment: 

ú 入力した文字列を含む薬理条件下でリン酸化が確認された基質のみが検

索結果に表示されます 

手順 2 
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[検索]ボタン  

 
2.2 検索結果画面  
 
各アイテム（行）はクリックするとその詳細情報が展開されます 
例えば、下記の外部 DBへのリンクを閲覧できるようになります 
 

� Pathway Analysisへのリンク 

� Uniprot IDより Uniprot KBへのリンク 

� PhosphoSitePlusへのリンク 

� KEGG Pathwaysへのリンク 

� Gene Ontology Termsへのリンク 

� Phosphorylation Site Informationへのリンク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
手順 2 
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手順  3: 基質から検索  

 
 
  基質名からそれをリン酸化させる Kinaseの一覧を検索することができます 
 

 
 

3.1 基質から検索  
 
Substrates. [Add Substrates]ボタンを押すと Select substrateとして基質名の入力画面
が表示されます。ここに検索したい基質の名称を入力して検索条件を絞込み選択し

ます（基質名の入力も参照） 
[Clear Substrates]ボタンを押すとSelect substrateで追加した基質名の一覧について選
択を解除します 
： 手順 2と同じように検索結果をフィルタリングすることができます 
入力した文字列を含む薬理条件下でリン酸化が確認された基質のみが検索結果に

表示されます 
 
[検索]ボタン  
 
基質名の入力  基質名の一部を入力して Search ボタンを押すと、入力した文字列 
を含む基質の一覧が表示されます（基質名の選択一覧画面へ） 
基質名の用例として“CDK5”を入力して絞り込み検索します。 
 
 
 
 
 
 
 

 
  基質の選択一覧画面 

 
 
 

[Add Substrates]ボタンを押すと Select 
substrateとして基質名の入力画面が表示 

手順 3 
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Select Substrateに選択可能な、Uniprot Acc#、Organism、Gene Nameの一覧が表示さ
れます。 
最上覧のチェックボックをクリックすると全件選択されます。 
検索対象としたい基質名だけをチェックボックスで選択して追加することも可

能です 
Selectボタンをクリックすると基質から検索の画面に戻り、検索したい基質の絞
り込み条件を入力して、[検索]ボタンをクリックします 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

基質名の用例として“CDK5”を入力して絞
り込み検索 

 

手順 3 
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3.2 検索結果画面  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
各アイテム（行）は、クリックするとその詳細情報が展開されます 
例えば、下記の外部 DBへのリンクを閲覧できるようになります 
 

� Patway Analysisへのリンク 

� Uniprot ID、Uniprot KB、PhosphoSitePlusへのリンク 

� KEGG Pathwaysへのリンク 

� Gene Ontology Termsへのリンク 

� Phosphorylation Site Informationへのリンク 

 

 

 

 

 

 

 

  

手順 3 
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手順  4: パスウェイから検索  

パスウェイの一覧から閲覧したいパスウェイ名をクリックします 
 

 
4.1 パスウェイから検索  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

パスウェイから検索の用

例として“Parkinson’s 
Disease (PD)”をクリック 

 

手順 4 
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4.2 パスウェイマップ  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記でクリックされたパスウェイマップが表示されます。番号付きタグは DBに登
録されている（あるいは登録予定の）リン酸化酵素 や細胞外シグナルを表してい
ます 
 
 
タグを展開すると、正式なタンパク質名、それによってリン酸化される基質へのリ

ンク、そのタンパク質の機能に関するアノテーションが表示されます  

パスウェイマップより、マーカーされたポイントをクリック [See the Substrates] を

クリックすると、それによってリン酸化される基質の一覧が検索結果として表示さ

れます 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手順 4 
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4.3 検索結果  
 
パスウェイマップで [See the Substrates] をクリックした後の検索結果画面です 
酵素から検索で手動入力した時と同じ検索結果画面が現れます 
 
[検索]ボタン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
基質から検索と同様に各アイテム（行）はクリックするとその詳細情報が展開され

ます 
例えば、下記の外部 DBへのリンクを閲覧できるようになります  
 

� Pathway Analysisへのリンク 

� Uniprot IDより Uniprot KBへのリンク  

� PhosphoSitePlusへのリンク 

� KEGG Pathwaysへのリンク 

� Gene Ontology Termsへのリンク 

� Phosphorylation Site Informationへのリンク 

クリックすると詳細情報が展開

されます 

手順 4 
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